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修士論文要旨
【問題と目的】
　進路選択の困難に対し，清水（1989）は，進路意思決定
の困難に陥ることには，学業成績のような認知的・合理的
要因のみが関係しているのではなく，情緒的・感情的な要
因も大きく関係していると指摘した。また，三川（1988）
は学業上のストレッサーで最も大きな出来事は入学試験で
あると指摘し，清水（1991）は進路先を決定する過程では，
誰もが何らかの心理的困難を感じることを指摘した。
　そこで，本研究では，現在大学に進学し，進路決定がな
された調査協力者に対し，どのような過程を経て，ソーシャ
ル・サポートを起因とした循環的・持続的ストレッサーに
対処し，進路選択が促進されたのかをインタビューを通じ
て調査し，そのプロセスを記述することを目的とする。そ
して，大学受験生に対し，進路選択過程におけるソーシャ
ル・サポートはどのように支援していくことで心理的負荷
は低減し，進路選択が促進されるのかを検討する。
【方法】
調査対象：首都圏の学習塾において公募を行い，研究協力
に同意し署名を得た，大学１年生４名（男性）に依頼した。
調査時期：2012年10月から11月にかけて実施。
調査方法：半構造化面接による個別面接法にて実施した。
【結果と考察】
　調査の結果，どのような過程を経て，ソーシャル・サポー
トを起因とした循環的・持続的ストレッサーに対処し，進
路選択が促進されたのかを各調査協力者ごとにエピソード
を抽出した。さらに，下山（1983）と坂柳（1991）を参考
に，①進路の意識を持ち始めた時期（萌芽期），②進路の方
向性を決定した時期（選択期），③進路の方向性が決定し，
受験に向けて受験校を絞り込んだ時期（受験期），④進学先
が決定した時期（事後期）と４期に分割しエピソードを抽
出した。加えて，「選択期」・「受験期」において，心理的負
荷と対処を視察できるエピソードを抽出した。その後，進
路選択過程における心理的負荷と対処の状況を，調査より
抽出したエピソードを基に計15の概念を生成し，プロセス
を記述し，その精神的動揺の構造を検討していくことで妥
当性を考察した。
　調査より，選択期では，周囲のソーシャル・サポートが
本人の適性を考慮し，経済的な問題や将来展望などの現実
的な問題を加味しつつ，共に進路の方向性を考え，意見を
伝えていく過程で心理的負荷が生じて動揺した。選択期に
おけるソーシャル・サポートを起因とした心理的負荷に対
し，対処行動を同時期に複数を併行したり相補的に実行す
ることで，将来像の想像という進路の方向性を意味づける
対処行動へ接続でき，受験期に移行できるようになると推
察した。また，受験期においては，その過程で経済的な問
題や情報過多など，合格後のことを想定した具体的な道具
的サポートが起因となって心理的負荷となり動揺した。ま
た，ソーシャル・サポートを自ら意識して推し量ることで
生じた心理的負荷に加え，受験や入学後の学業に関わる学
力的な不安が心理的負荷を増大させ，受験校の選択が困難
となっている状況が推察できた。増大した心理的負荷への
対処として，まずは，選択した進路に向けた能動的な情報
収集を行うことで対処を図り，その後は，評価不安を抱え
る場合には，入学後の将来展望を含めた時間的展望を意識
することで対処し，学力不安を抱える場合には，意図的に
時間的展望を意識せず，学力不安への対処行動に集中する
ものと推察できた。また，事後期においては，ソーシャル・
サポートからの評価によって自己の受験に対する意味づけ
がなされ，評価次第では心理的負荷の低減に繋がったり，解
消できないまま入学し，対処行動として再受験することも
視野に入れると推察した。ゆえに，大学受験期におけるソー
シャル・サポートは心理的負荷に対して，選択期では，①
将来像の想像という進路の方向性を意味づける対処行動へ
接続させるように留意する。②早期に相談を重ね，意思疎
通を図り，進路に向けての環境を整える。③学校と家庭が
進路に向けて足並みを揃えて進路の方向性を支援する。ま
た，受験期においては，④経済的な問題で希望する進路を
阻害しないように可能な範囲で配慮していく。⑤情報過多
に留意し，必要な情報を活かし取捨選択できるように共に
考える。また，⑥受験期・事後期の両期にわたって肯定的
評価を与え，事後期には受験期と比べ評価の程度に差がつ
かないように配慮する。⑦進路選択過程を専門的に理解し
ている外部の専門機関や有識者に相談を依頼することも状
況に応じては必要である。そして，適応的な対処行動を通
して，進路選択や受験に伴う心理的負荷や葛藤を共に乗り
越えていくことが肝要であると考察する。
大学受験期の進路選択過程におけるソーシャル・サポートの知覚効果
Perceived Effect of Social Support for Students Preparing for University
Entrance Exams in Choosing Their Courses of Study
神戸　威行（Takeyuki Gohdo）　　指導：大月　友
